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巻頭言�

　平成20年度の通常総代会が、５月23日に無事
に終了いたしました。組合員の皆様のご協力の
賜物と心より感謝申し上げます。�
　この度、私は平成20年度、21年度の２年間に
渡り、理事長という大役をお引き受けすること
となりました。浅学非才の身でございますれば
ご指導の程、何卒よろしくお願い申し上げます。�
　さて、好調に推移しておりました東海経済も
このところ陰りが見え始め、企業の景況感も次
第に悪化しております。長期化しております原
油高、原材料高と円高による製造業の落ち込み
が、東海地区全体の低迷に影響を及ぼしている
と思われます。�
　もちろん、印刷業界も昨年の紙の値上げ、こ
の６月よりの再度大幅値上げ、諸資材費の高騰
等、大変厳しい日々が続いております。印刷業
界における私の長い経験からしても、現在の状
況は最大の危機ではないかと思っております。
生き残ることができるのか、退場せざるを得な
いのかを厳しく問われているような危機感をも
っております。�
　それに加え、印刷業界は長い間続いている価
格競争、長時間労働など健康な状態とはとても
思われません。こんなときこそ、軸のぶれない
正しい経営が何よりも必要です。組合員の皆様
正しい経営をしようではありませんか。売り上
げではなく利益です。私は白井前理事長の改革
路線をしっかりと継承しながら、「健康な印刷

業界を作りましょう」、これを今後の２年間の
テーマとさせていただきます。�
　組合員の皆様の企業は健康でなければいけま
せん。現在の厳しい状態の中で、不健康な経営
では生き残っていくことはできません。�
　そのためには、まずスローガンに揚げた「売
り上げ対経常利益率５％を目指す」こと、５％
の利益がないと今後生き残っていくことはでき
ません、と声を大にして努めてまいります。各
委員会の皆様においても、この方針のもとに活
発な活動を行っていただきたいとお願い申し上
げています。組合員の皆様にとって魅力ある組
合、皆様もその魅力を経営に取り込み、活かす
ことができる「場」と「情報」の提供に力を尽
くしてまいります。�
　具体的には、この「あいちの印刷」を通した
新鮮で広範な情報発信を始め、経営・マーケテ
ィング・労務・教育・環境等の勉強会や、次代
を担う若い人達のための印刷寺子屋など様々な
企画を行い、各種委員会の活発化を進め、この
時代に有効な対応策を展開してまいります。ぜ
ひ、多くの皆様にご参加をいただき、気づきと
実践に努めてください。�
　組合員の皆様と一緒に健康な業界を、少しで
も早く実現できるよう懸命に取り組んでまいり
ますので、一層のご支援・ご協力をお願い申し
上げます。�

「健康な業界を目指して」�
理事長　　井　昭弘�
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　平成20年度通常総代会は５月23日f午後４時より
名古屋観光ホテルにおいて開催されました。�
　総代会は、中部経済産業局総務企画部岡田邦雄参
事官、愛知県産業労働部中野秀秋次長をはじめ、各
業界を代表する来賓を招き、前半の部では、平成19
年度事業報告・決算の承認、平成20年度事業計画案・
予算案の審議、平成20・21年度役員承認などが行わ
れました。総代会終了後、臨時理事会が開催され、
席上、新理事長にw井昭弘氏を選出。続いて行われ
た後半の部では、白井理事長の退任挨拶、w井新理
事長の就任挨拶、来賓祝辞などが行われました。�
　また、懇親会では、退任理事・総代に感謝状の贈
呈が行われた後、来賓、新旧役員を囲んで懇親会が
和やかに開かれました。�

　平成20年度通常総代会は、細井俊男副理事長が司
会を担当。w井昭弘副理事長の開会挨拶の後、白井
紘一理事長が挨拶に立ち次のように述べました。�
　「５月の忙しい時期に、大勢のご参加をいただき
総代会が開催されますことに感謝申し上げます。ご
承知のごとく、昨今の経済状況は大変厳しいものが
あります。我々印刷業界においても、紙の値上げ、
諸資材の値上げ、あるいは、原油の値上げなど、大
きな問題を抱えております。これらの問題も順次組
合の方で取り上げながら、解決の糸口を探っていき
たいと思っております。本年は役員の改選期です。
内容など確りと審議していただき、業界発展のため

に皆様の活発なご意見を頂戴し、総代会が意義ある
ものになるようお願いいたします」と述べました。�
　議案審議に入る前に議長選出が行われ、定款第45
条の規定に従い、出席総代45名の中から議長を選出。
選出方法は司会者一任となり、総代の西森鷹雄氏（㈱
活英社・社長）が議長に指名されました。�
　西森議長は、総代会成立の確認を行い、総代定数
58名のうち、出席者総数19名（委任状26名）、合計
45名、定足数は30名であり、総代会の成立が認めら
れ議事に入りました。�
　第１号議案　平成19年度事業報告及び決算関係書
類承認の件�
　平成19年度事業報告について、村瀬専務理事より
説明が行われました。冒頭、「本組合は皆様方のご
理解とご協力のおかげで、財政健全化の目途が立ち、
支部の再編と委員会活動の活発化を行うことができ
た」とした上で、組合員の加入脱退状況に触れ、「組
合加入数は、期首組合員数343社、期間中における
加入実績は９社、脱退18社、よって期末組合員数は
334社となった」と報告。�
　各委員会、組織・共済、経営革新、環境、教育・
労務、マーケティング、青年会における主だった活
動状況は以下のごとくです。�
　組織・共済委員会／「平成20年１月開催の新年互
礼会は、昨年と同様に講演会を開催、好評を得るこ
とができた」。また、共済事業では、「生命共済、
貯蓄共済、経営者保険などの加入手数料、交付金、
配当金などは、当工組の重要な財源・収入源となっ
ている」点が指摘された。�

　経営革新委員会／「印刷寺子屋という新しい形態
による若手経営者、後継者が知識や見聞及び人脈を
広めることをテーマとしたセミナーを、年間を通じ
て開催することができた」。また、「愛知県事業で
ある企業防災推進ネットワークモデル事業、BCP事
業に協力して、４回の集団研修を実施し11社が参加。
BCP取り組みマニュアルを作成した」。�
　環境委員会／「グリーンプリンティング認定工場
説明会・勉強会を中心に開催」。発信情報として、
「特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会に
ついては、例年、人気が非常に高く募集と同時に定
員超過の状態が続いている。今後も、この傾向は続
くものと考えられるので、希望される方は募集要項
などの情報には十分留意いただいて申し込みをして
いただきたい」。�
　教育・労務／「技能検定受験者の受験環境の整備
を目指し、『技能検定オフセット印刷作業実技試験
会場認定工場制度』を初めての試みとして実施。11
社を認定工場とした。更に、印刷営業技能審査認定
試験を実施し、その合格率向上のために、印刷営業
講座を開講した」。�
　マーケティング委員会／「前年も好評であったセ

ミナー、『プロデューサーのためのプロジェクト管
理術』を開催」。�
　青年会／「ユニバーサルデザインに取り組み、愛
知県一円で開催された、『全国ボランティアフェス
テイバルあいち・なごや』」へ参加。�
　次いで、平成19年度収支決算書の報告後、監査報
告が行われ、監事３名を代表して前e弘光監事が「平
成20年４月９日、愛知県印刷会館において監査を行
いました。その結果、全事業が効果的に実施され、
適正に会計処理が行われていたことを確認しました」
と報告。本議案は、原案通り承認されました。�
　第２号議案　平成20年度事業計画及び収支予算承
認の件�
　第３号議案　経費の賦課及び徴収方法の決定の件�
　第４号議案　平成20年度常勤役員報酬額承認の件�
　以上の３議案については、それぞれ関連している
ことから一括上程され、村瀬専務理事が３議案の説
明を行った後、審議に入り３議案とも原案通り承認
されました。（第２号議案、第３号議案、第４号議
案の内容については別項参照）。�
　第５号議案　平成20・21年度役員承認の件�
　議案説明を村瀬専務理事が行い「任期満了に伴う�
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スローガン�健康な印刷業�
－売上げ対経常利益率５％をめざす－�

平成20年度総代会・前半／審議内容�

新執行部が誕生�
新理事長に　井昭弘氏、副理事長に木野瀬吉孝、�
細井俊男、鳥原久資の各氏�

鳥原久資副理事長�細井俊男副理事長�木野瀬吉孝副理事長�
　井昭弘理事長�

平成20年度通常総代会�



理事・監事及び総代候補者を各支部で選出していた
だいておりますので、新役員承認について審議のほ
どよろしくお願いします」とした後、審議が行われ、
原案とおり承認されました。�
　以上で、滞りなく平成20年度通常総代会を終了。

その後、新しく選任されました理事による臨時理事
会が開催されました。�

　平成20・21年度の理事長という大役をおおせつ
かりましたw井でございます｡何分にも浅学非才で
ありますので､皆様方のご指導とご支援をお願い申
し上げます｡�
　印刷業界も大変厳しい状況になってまいりました。
昨年の紙の値上げ、更にまたこの６月からの再値
上げ、そして、諸資材の高騰なども追い討ちを掛
けております。私も、永年この業界に携わっており、
幾つかの危機を経験しておりますが、それと比べ
ますと、特に厳しさを感じます。今までの危機は、
需要が付いてきました。しかし今のこの状況は、
そういうわけにはまいりません。ですから、大変
な危機感をもっているわけです。果たして、生き
残れるのか、それとも廃業せざるをえないのか、
それぐらい厳しい状況にきています。こんな時だ
からこそ、正しい経営をしなければなりません。�
　我々の業界は、永年続いています価格競争や長
時間労働といった中で、今日まできています。こ
の状況は実に不健康な状態です。我々の業界へ入
社してくる人達、特にデザイン系の人達は多くい
ます。彼らは遅くまでよく頑張ってくれています。
かわいそうだな、と思うこともあります。そんな
不健康な状態の中で、現在の我々があるわけですが、
何とか、健康な印刷業界にしていきたい、との思

いから、２年間このテーマで取り組んでいきたいと
考えています。健康な印刷業界を作るためには、や
はり利益をあげ、継続していかなければなりません。
そのためには、売り上げ対経常利益率５％を上げる。
この５％の数字が正しいかどうかは別問題として、
まず、目標として５％上げましょう、これを方針と
して掲げました。副理事長、委員長の皆さん方にも、
この方針でいろいろな活動をしていただきたいとお
願いしております。是非、ここにご出席の皆様方も
業界のリーダーとして、支部へお帰りになられたら、
５％上げなくては生き続けられない、ということを
はっきり申し上げていただきたいと思います。�
　現在、大変価格が乱れておりますが、誰が乱し
ておるのか、その源は自分達です。我々が勝手に
値段を下げておいて、悪くなったから値段を上げ
てくれというのは、私は少し違うと思います。自
分達が正しい経営をしなくてはなりません。５％
上げるためには、経常利益がゼロであれば５％値
上げをすればいい。そんな簡単にはいかないと思
います。まず、お客様、自社、仕入先の３社でも
って、徹底した合理化をしていくべきだと思います。
お客様には、再作業のない出稿の仕方をお願いし
ていく、自社においては、改善活動などによって、
コストダウンをしていかなければなりません。仕

入先についてもいろいろな意味で協力をしていただ
かなくてはなりません。３者でもってコストを下げ、
そして、適正な価格で販売できる業界にしなければ
いけないと思っております。�
　これだけ紙の値上がりがあれば、価格改正をしな
ければなりません。余断ですが、各製紙メーカーと
も15％の値上げをいってきております。それも一斉
です。こういうことは、公正取引委員会で何故取り
上げられないのか、と疑問です。仮に、我々組合が
こうしたことをしたら、即、叩かれます。�
　是非、価格改定も勿論ですが、コストダウンも含め、
なんとしてでも５％上げるんだ、ということを、組
合員の皆さんに声をすっぱくしてお話をしていただ
きたい。そして、健康な印刷業界を皆さんと一緒に
作りたい、と思っております。今後ともいろいろな
ことがあると思いますが、問題点があれば組合の方
へ投げかけていただき、問題解決にあたり、皆様と
一緒に業界作りをしていきたいと思います。�
　また一方では、耐震問題における印刷会館の増改
築の問題もあります。これも早急に解決しなくては
なりません。こちらは白井協同組合理事長の指導の
もとで進めていきたいと思います。�
　これから２年間活動してまいりますので、一層の
ご協力をお願い申し上げます。�

　総代会・後半は、司会を猪飼重太郎組織・共済委
員長（理事）が努め、冒頭、臨時理事会で決まりま
した新三役が紹介されました。�
　＜新三役＞　敬称略�
　・理事長：w井昭弘�
　・副理事長：木野瀬吉孝、細井俊男、鳥原久資�
　・専務理事：村瀬誠�
　新三役紹介の後、「今年度役員改選にあたり、理
事18名、監事１名、総代29名が退任されました。皆
様方のこれまでの精力的な活動にお礼申し上げると
ともに、今後とも、組合活動へご支援とご理解をよ
ろしくお願い申し上げます」と、司会者よりねぎら
いの言葉が贈られました。�
　次いで、理事長を退任した白井前理事長より退任
の挨拶が行われました。�

　「１期２年、思い切り組合活動に精進させていた
だいたこと、まずもってお礼申し上げます。私自身、
理事長をお受けするときに、私は何もできません、
できるのは副理事長であり、委員長ですので、皆さ
ん方のご協力をお願いしたい、と申し上げたことを
覚えております。自分の職責は何であるか、これは
組合の活性化であることは当然であります。具体的
には、財務状況の改善、理事会の出席が少ないこと
から、支部の活性化、これも何とか皆さん方の承認
をいただき新しい組織ができ、運営していくことが
できました。財務状況の改善については、w井新理
事長をはじめ各支部長の皆様方に大変なご支援をい
ただき、何とか形が整ってきたと思います。ただ、
残っていることがあります。組合の建物、古い二つ
の組合を今後どのようにしていくか、ということで
す。これらの問題は、新しい執行部にお任せできる
ので、私は、大変心強く思っております。�
　新しい執行部は、大きなテーマとして、業界の経
常利益５％を目標に掲げています。この目標に添っ
ていろいろな施策を進めていただけるものと思って
います。その意味で、大きな期待を寄せているとこ
ろです。胸襟を開いて本音で語り合える組合は、一
番大きな魅力です。今後とも、皆様方の組合へのご
支援とともに、新しい執行部の方々は存分に実力を
発揮していただきますようお願い申し上げ、退任の
挨拶とさせていただきます」。�
　続いて、w井新理事長から新任の挨拶が行われま
した。（別項参照）�
　来賓紹介に移り、出席の来賓が紹介されました。�
　中部経済局総務企画部岡田邦雄参事官、愛知県産
業労働部中野秀秋次長、同地域産業課牧野充課長補
佐、愛知県中小企業団体中央会岩田宗雄副会長、同
後藤正宣事務局長、商工組合中央金庫名古屋支店小
澤渉支店長、同南耕一氏、愛知県中小企業共済協同�
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通常総代会�
W井理事長�
就任挨拶より� “顧客、自社、仕入先”三位一体の改善　　　　　　活動で合理化を推進�

健康な印刷業界にするために�

平成20年度総代会・後半�

就任挨拶をする　井理事長�



組合平田武司理事長付、社団法人日本グラフィック
サービス工業会愛知県支部都築延男支部長、中部グ
ラフィックコミュニケーションズ工業組合山田学専
務理事、名古屋洋紙同業会長谷川志副理事長、全国
印刷工業健康保険組合東海支部鈴木充事務所長、中
部印刷工業厚生年金基金中尾隆司常務理事の11組織
の代表。�
　次いで、来賓祝辞に移り、岡田邦雄中部経済産業
局総務企画部参事官が挨拶。�
　「平成20年度通常総代会が無事終了されましたこ
と、まずもってお祝い申し上げます。�
　先ほどにもお話がありましたが、景気の状況は非
常に不透明になりつつあります。政府の見解として
は、まだまだ非常に力強い回復にある、というよう
な表現をしておりますが、このところの急激な原油
価格の上昇、また、穀物や鉄鉱石においても高騰が
続いており、いろいろな面で影響がでていると思い
ます。�
　ただいま理事長さんのお話しにありましたように、
皆様方の業界におかれましても、紙の問題、資材の
問題、あるいは価格競争の問題など、非常に深刻な
問題が起きています。こうした中で、世の中の流れ
といいますか、逆らえないような波があって、これ
を打破するには大変難しいものがあります。真正面
切って価格を転嫁することができれば、それに越し
たことはありませんが、それができないところに苦
しさがあります。�
　私共経済産業省でも、いろいろな中小企業対策を
行っておりますが、皆様方のご要望にマッチする施
策が展開できているのかと、常々反省しつつ考えて
いるところです。�
　皆様方には、絶え間ない経営革新をしていただい
ております。それにより、技術力の向上など、一歩

一歩着実に進んでおられます。今後とも、その努力
を引き続き行っていただきたいと思います。それが
経営の王道ではないかと思います。そうした中で、
我々も頑張ってまいりますので、今後とも皆様方の
ご支援をいただければと思います。�
　終わりにあたり、愛知県印刷工業組合のますます
のご発展と皆様方のご健勝を祈念し簡単ですが挨拶
とさせていただきます」�
　続いて、愛知県産業労働部中野次長が挨拶。�
　「本日は、愛知県印刷工業組合の平成20年度通常
総会にお招きいただきまして、まことにありがとう
ございます。また、本日お集まりの皆様方におかれ
ましては、本県の産業労働行政に格別のご理解とご
協力を賜りまして、厚くお礼申し上げます。�
　平成20年度の通常総代会の各議案が滞りなく終了
したと承りました、また、新しく理事長に就任され
ましたw井昭弘様はじめ、新役員の皆様方におかれ
ましては、業界の発展を担い、大いにご活躍してい
ただくことをご期待申しあげます。また、前理事長
の白井様はじめ、ご退任されます皆様方には、これ
までご尽力いただきましたことに対し、心から感謝
申し上げます。�
　さて、昨今の印刷業界におかれましては、原材料
の高騰による資器材の値上げが続き、厳しい経営環
境の中、皆様方におかれましては経営革新に積極的
に取り組まれ、業態変革推進プラン、全印工連の
2008計画の実現に向けて、デジタル化やソフト化、
サービス化の進展とともに、多様化するニーズに的
確に対応できる印刷技術の高度化や製品の高付加価
値化、情報サービス分野での展開など、業界の変革
に大変な努力を傾注されていることと思います。ま
た、環境問題に対する社会的な高まりとともに、印
刷業界にも、環境に配慮した製品作りが求められ、

印刷業界独自の自主基準であるグリーンプリンティ
ングの制定とか、更には、グリーンプリンティング
認定制度などを創設して、環境負荷低減に向けての
取り組みが進められておりますことを歓迎し、心強
く感じておるところでございます。�
　本県といたしましても、原材料価格が高騰、高止
まりしている中で、経営が圧迫している企業の皆様
方に、昨年12月以来、緊急支援対策として行ってお
ります、原油・原材料対応資金につきまして、融資
限度額及び無担保信用保証額を更に拡大いたしまし
て、資金面からの支援をより一層強化しております。
また、中小企業新事業活動諸事業におきます経営革
新につきましては、制度制定後9年が経ちまして、
印刷業ではこれまでに延べ87件を承認させていただ
きました。19年度では既に12件ご利用していただい
ておりまして、新たな経営計画・経営革新に対する
意欲の表れとして、今後ともご活用いただければと
思います。県といたしましても様々な制度融資、中
小企業に対する支援など、対策を講じておりますの
で、是非ご活用くださることをご案内申し上げます。�
　最後になりましたが、愛知県印刷工業組合のます
ますのご発展と、皆様方のご健勝を祈念し挨拶とさ
せていただきます」。�
　次いで、鈴木前副理事長が閉会の辞を述べ、平成
20年度通常総代会を終えました。�
�
　　　　　懇　 親　 会�
　　通常総代会終了後、懇親会が開かれました。懇
親会の司会は細井副理事長が担当。�
　白井協同組合理事長、w井理事長の挨拶に続き、
退任役員・総代にw井理事長から感謝状の贈呈が行
われました。当日出席して感謝状を受けられた方々
は、退任理事が水谷康男、清水和久、長苗克彦、岩

崎伸哉、鈴木祐司、岩田宗雄、鈴木正博、安田智雄
の各氏、退任総代が西森鷹雄、野々村憲吾、江端茂
義、水野義朗、後藤規之の各氏です。�
　退任役員を代表して、鈴木前副理事長が挨拶に立
ち、「２年間副理事長という大役を無事務めること
ができました。この間、貴重な経験をさせていただ
いたこと感謝申し上げます。今後は、監事として組
合発展のためにお手伝いをさせていただきます」と
述べました。�
　次いで、乾杯の音頭を塚本久愛知県議会議員（工
組顧問）が行い懇親に入りました。親睦と情報交換
の輪が広がり、w井新執行部の船出を祝いました。
和気藹々の宴半ばで、木野瀬副理事長の中締めが行
われ懇親会を終了しました。�
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塚本久県会議員の発声で懇親会に（上）�
懇親会の席上退任役員に感謝状が贈呈され、�
代表して挨拶する鈴木前副理事長（円内）�



　我が国の経済の動きをみますと、2002年２月から
始まった景気拡大は戦後最長を更新し、６年を超え
ています。この間大企業に比べて中小企業にとって
は好況感に乏しいものでした。2007年までは堅調な
拡大を続けた国内景気も、2008年に入ると先行き不

透明感が強まってきました。2007年夏頃から顕在化
した「サブプライムローン問題」は、2008年には米
国経済に対する悪影響が明らかになり、世界経済の
減速も懸念されています。世界経済が減速すれば我
が国経済の牽引役であった輸出にも影響が出ること
は免れません。�
　一方、1974年に導入された道路財源の暫定税率が

初めて失効し、ガソリン価格の値下げで平成20年度
は始まりました。そんな中で日本銀行が４月１日に
発表した３月の企業短期経済観測調査（短観）にと
りますと、景気の目安となる大企業製造業の業況判
断指数（D1）は昨年12月の調査と比べて8ポイント
低下しプラス11となり、２四半期連続で大幅に悪化
し、2003年以来の低水準になりました。好調である�
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平成20年度事業計画書�

基本方針・事業�

　(1) 基本方針�

平成20・21年度  愛知県印刷工業組合�
　　　　　　　　 執行部及び委員会編制図�



といわれる当地域においても、日銀名古屋支店は、
東海３県の景気は「踊り場」から「後退局面入り」
を警戒する段階に入ったと分析しています。�
　このように、平成20年度の景気見通しについては、
米国経済の減速や原油高、円高などのリスク要因も
あり、減速感が強まることも懸念され、今後の動向
を注視しなければなりません。更に、加速する情報
化の進展や社会構造の変革など各産業を取り巻く環
境は大きく変化しており、これらに的確に対処する
ことが肝要です。�
　古紙配合率偽装や環境対応型印刷インキ基準未達
問題の原因が本質的に解明されないままに資器材原
材料の値上がりは続き、更に年度開始早々に紙の値
上げが報告され、印刷を取り巻く環境も厳しいまま
です。�
　そうした厳しい状況下ですが、全印工連は「ポス
ト2008計画準備プロジェクト」をスタートさせ、一
層の業態変革を図る姿勢を示しました。�
　愛知県印刷工業組合ではテーマを、「健康な印刷
業」とし、「売上げ対経常利益率５％を目指す」こ
とをスローガンとします。組合員にとって魅力ある
組合、また組合員がその魅力を自身のものとして、
更に育むために資することが出来る「場」と「情報」
の提供に努めて参る所存でございます。�
　具体的には、情報機関誌「あいちの印刷」を引き
続き発行し、新鮮で広範な情報発信に努めます。技
術系従業員の技術力の向上のための技能検定実技試
験に取り組みます。従業員・家族合同リクリエーシ
ョン大会等の福利厚生事業を行います。組合基盤の
安定と強化のために新規組合員・賛助会員の加入促
進を行い、印刷寺子屋、優良企業見学会等各種委員
会活動を活発化させます。また、愛印産連との共催
で新年互礼会を行い、印刷と関連業界の交流を促進�

します。�
　情報産業の担い手として、引き続き、皆様方のご
支援・ご協力をお願い致します。�
�

　
(2) 事業�

  【組織・共済】�

　円高と原油高騰に伴う原材料費の高騰、特に用紙
値上げによる収益減少など印刷業界を取り巻く経済
環境は大変厳しいものがあります。このような時に
こそ組織の強化と組合員相互の交流が大切であると
考えております。�
　組織の拡大維持もさることながら、それぞれの組
合員企業が自社の強みを発揮し、適正な収益確保が
出来るように企業経営に必要な情報・資料を提供い
たします。�
　また、全印工連事業である全国共通の共済事業だ
けでなく地域に根ざした共済事業も実施し、各事業
所における福利厚生と共済の充実を図るための支援
をいたします。�
　◇ 組織事業�

　①組合パンフレット及び組合員名簿を作成し組合
の周知を図る�
　②新規加入を呼掛けるキャンペーンを行い、組合
活性化を推進する�
　③全印工連、その他各機関や諸団体からの関係情
報の収集と提供�
　④永年勤続優良従業員表彰の実施�
　⑤支部事業の積極的支援�
　⑥「あいちの印刷」の継続発行�
　⑦ 組合ホームページによる情報提供�
　⑧各委員会の事業推進に関する、組合員へのより
積極的な広報活動の推進�
　⑨愛知県印刷産業団体連絡会及び関係諸団体との

緊密な連携のもと、新年互礼会等の実施�
　⑩愛知県印刷会館建物の維持管理等�
　⑪その他各事業委員会に属さない事業の実施�
　◇共済事業�

　①生命共済制度（全日本印刷工業組合連合会　共
済センター）�
　②経営者退職功労金制度（全日本印刷工業組合連
合会）�
　③災害補償共済（全日本印刷工業組合連合会）�
　④総合設備共済制度（全日本印刷工業組合連合会）�
　⑤医療共済制度（全日本印刷工業組合連合会）�
　⑥貯蓄共済制度（大同生命保険㈱）�
　⑦経営者保険（大同生命保険㈱）�
　⑧がん保険（医療サービス㈱）�
　⑨愛知火災共済（愛知火災共済協同組合）�
　⑩自動車事故見舞金共済（愛知県商工共済協同組
合）�
　⑪中小企業PL保険制度（愛知県中小企業団体中
央会）�
　⑫個人情報漏えい賠償責任保険（愛知県中小企業
団体中央会）�
　⑬中小企業共済（愛知県中小企業共済協同組合）�
　⑭ 契約福利施設（中日典礼㈱、㈱一柳葬具總本店、
東海典礼㈱）�
�

  【環境】�

　現在の環境問題に対する社会的要求が高まるとと
もに、印刷産業に対しても環境に配慮した製品作り
が求められております。�
　本年度の重要事業として、「グリーンプリンティ
ング認定工場」認定取得希望事業所に対して、引き
続き取得支援を行います。�
　①「グリーンプリンティング認定工場」認定取得
勉強会�
　※セミナー及び「印刷寺子屋」でも紹介いたしま
す。�
　②BCP（緊急事態時の事業継続計画）の広報活動�
　③「印刷寺子屋」の経営革新委員会との合同開催�
　④印刷産業における環境に関する各種情報の発信�
�

  【経営革新】�

　経営者として必要な知識習得や意識改革を主目的�
として事業を展開して参ります。�
　昨年度よりスタートしました小勉強会「印刷寺小�
屋」を、本年度からは環境委員会と合同で開催し、�

テーマの幅を広げ、組合員間の情報交流や勉強の機�
会提供に努めます。�
　①経営セミナーの開催�
　②先進企業見学会の実施�
　③「印刷寺子屋」の開催 （環境委員会と合同開催）�
　④企業経営に関する各種情報の発信�
�

  【教育・労務】�

　印刷業者としての各職種でのスキルアップを目指
し、営業セミナー・入社３年までの社員を対象とし
たセミナー、技能検定DTP作業実技試験（次年度以
降）、印刷技能検定オフセット印刷作業実技試験、
技能検定オフセット印刷作業実技試験会場認定工場
制度の実施等、企業経営の最重要課題である技術系
従業員の人材育成と知識及び技能の習得による資質
向上及び自己啓発を目的として実施していきたいと
思います。更に印刷技能検定では同学科試験の対策
学習会を独自に開催し、組合員受験者の合格率向上�
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●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）�

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考�

事業・行事 印刷寺子屋�
場所 愛知県印刷会館３階「会議室」�
講師：棚橋泰仁（㈱キングコーポレーション�
　　　代表取締役社長）�
※テーマは６月下旬に決定する予定ですので�
　事務局へお問い合わせください�
事業・行事 従業員・家族合同レクリエーション大会�
場所 『京の夏の風物詩「川床料理」昼食�
 と清滝ウォーキング』（日帰りバス旅行）�
※参加費等、詳細は調整中。決定次第ご案内�
　いたしますので是非ご予定ください。�

�

７月４日f

19:30�

　～20:30�

　 （予定）�

�

�

�

９月７日f

●身近な催し物のお知らせ（関係団体）�

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考�

事業・行事 中部地区印刷協議会　上期会議�
場所 エクシブ鳥羽アネックス�
事業・行事 平成20年度印刷技術セミナー�
 「初心者、新入社員に向けた技術�
   研修」 �
場所 愛知県産業貿易館�
 西館９階「第一会議室」�
6日本印刷学会　中部支部セミナー�
事業・行事 「ユニバーサルデザインセミナー」�
場所 東桜会館　「第２会議室」�
 （名古屋市東区）�
講師： 阿部浩之氏　㈱デジックス　代表取締役 �
武田一孝氏  東洋インキ㈱カスタマー・ネットワーク本部部長  �
角元　　氏  ㈱ナナオ営業１部名古屋営業所�
主催：中部グラフィックコミュニケーション�
　　　ズ工業組合�

６月20日f�

６月21日g

６月21日g

13:00�

　～16:45�

�

�

�

７月22日c

18:30�

　～20:30



に努めます。�
　「技能検定オフセット印刷作業実技試験会場認定
工場制度」の実施にあたっては、この制度が、愛知
県内における技能検定実技試験実施環境の整備のみ
ならず、より良い印刷物をクライアントに提供でき
る印刷工場たる資格制度として広く認知され、印刷
技術品質の基準となるよう努め、広めて参ります。�
　以上の他、労働関係法規の改正にともなう労働関
係、従業員の健康管理、福利厚生向上等について事
業を行います。�
　◇教育事業�

 ①技能検定オフセット印刷作業実技試験会場認定
工場の認定�
 ②技能検定オフセット印刷作業実技試験及び採点
の実施�
 ③技能検定オフセット印刷作業学科試験対策学習
会の開催�
　④教育・労務セミナーの開催�
　⑤他団体等が主催する講習会等の周知�
　◇労務事業�

　①従業員・家族合同レクリエーション大会の実施�
　②鉛・有機溶剤取扱者健康診断の実施�
　③労働関係法規、従業員の福利厚生に関する事項
の周知、啓蒙�
�
  【マーケティング】�

　各事業所におけるマーケティングはもとより、“印
刷業界のマーケティング”について検討、意見交換
を重ね、お客様に必要とされる企業のあり方、マー
ケティングのあり方を追求し、組合員への情報発信
に努めます。�
　また、全印工連の「ポスト2008計画」の啓蒙、啓
発に取り組み、業界のレベルアップを目指します。�
　以上を踏まえて、下記の事業を展開し、組合員の

マーケティング意識の高揚を図ります。�
　①マーケティングセミナーの開催�
　②マーケティングに関する情報提供�
　③ポスト全印工連2008計画への対応（周知、説明
会の実施等）�
　④「PRINT  ZOOM」の購読推進�
　⑤マーケティングに関する各種情報の発信�
�
  【官公需対策特別委員会】　　�

　なぜ官公需対策が組合活動として必要なのかを組
合員に問いかけると同時に、県の担当部門に対して
も具体的な事例を上げ、認識を一にするよう活動を
します。�
　また、電子入札時に必要となる「仕様書」の作成
及び入札の際に不可欠な製造のための「積算書」添
付の義務化を要望していきます。�
　更に、印刷業界が現在取り組んでいる「メディア
ユニバーサルデザイン（MUD）」の研究と普及活

動など、社会貢献を提案していきます。�
�
�
　　 経費の賦課及び徴収方法�

　1）賦課金�

　①均等割金額は、以下の従業員数の規模区分によ
る。�
　　１～５人　　　　　　1,800円／社・月�
　　６～10人　　　　　　2,250円／社・月�
　　11～20人　　　　　　2,700円／社・月�
　　21人以上　　　　　　3,150円／社・月�
　但し、従業員数は、企業ごとの全ての常勤役員と
常勤従業員の合計とし、組合員台帳報告書及び就業
員異動報告書による。�
　②人頭割金額は、以下の地域区分による。�
　　名古屋市内　　　　　207円／人・月�
　　名古屋市外　　　　　171円／人・月�
　③１企業にかかる年間の賦課金総額の上限を、

450,000円とする。�
　2）賦課方法�

　本年度の賦課金金額は、第１四半期は前年度の賦
課方法、第２四半期以降については本賦課方法によ
る額とする。�
　3）賛助会員�

　賛助会費は、１会員1ヶ月につき10,000円／１口
とする。�
　4）徴収方法�

　１年間を第１四半期（４～６月）、第２四半期（７
～９月）、第３四半期（10～12月）第４四半期（１
～３月）の４つの四半期に区分し、各四半期ごとの
賦課金の納入日は、それぞれの期首月の末日までと
する。�
�
�
　　平成20年度常勤役員報酬額�

　本年度の常勤役員報酬は、前年度と同額とする。�

　平成20年度５月期理事会は、平成20年度通常総代
会に先立ち開催されました。�
　＜以下、審議内容の要旨（いずれも承認）＞�

　１）組合員加入・脱退について�

　・新規加入／2水野印刷工芸（水野雄二代表）�
　・脱退／3三陽転写商会（吉田邦彦代表）�
　２）平成20年度通常総代会提出議案�

　・平成19年度主要事業実績�
　・平成20年度主要事業計画�
　・平成20年度執行部および委員会編制図（案）�
　３）平成20年度通常総代会の運営について�

　４）今後の事業など、日程について�

　▲印刷寺小屋（第２回）�
　日時／平成20年７月４日f19：00～、会場／愛知
県印刷会館、テーマ・講師は調整中。�
　▲平成20年度「鉛・有機溶剤取扱者健康診断」（前期）�

　日時／平成20年４月～10月頃、場所／受診申し込
みの各事業所、申し込み締切日／平成20年４月10日、
委託先／6オリエンタル労働衛生協会（全国印刷工
業健康保険組合東海支部との共同事業）�
　▲平成20年度「技能検定試験」�
　（実技試験）日時／平成20年６月９日b～９月17
日dの間（受験者へ個別に連絡）、場所／調整中、
受験者数／１級・11名、２級・20名、計31名（定員
20名）締め切り済み、�
　（学科試験）日時／平成20年８月31日a午後、場
所／大同工業大学（予定）、受験者数／１級・15名、
２級・21名、計36名（定員なし）�
　（受験手数料）学科試験／１級、２級ともに
3,100円、実技試験／１級、２級ともに15,700円、実
技試験受験負担金／１級7,875円、２級6,825円�
　合格発表　平成20年10月３日f、合格書交付　平
成20年12月中頃�
　▲中部地区印刷協議会（上期会議）�
　日時／平成20年６月20日f、21日g、場所／エク
シブ鳥羽アネックス（三重県鳥羽市）�
　▲平成21年｢印刷と関連業界新年互礼会｣�
　日時／平成21年１月15日e、場所／名古屋国際ホ
テル�
　▲中部地区印刷協議会（下期会議）�
　日時／平成21年２月20日f、21g、場所／キャッ
スルプラザ（名古屋市）�
　５）愛知県印刷会館増改築検討委員会設置の件�

　この議案について白井理事長が発言。「愛知県印
刷会館の増改築についての検討委員会を設置したい
と考えています。ご承知のごとく、愛知県印刷工業
組合、愛知県印刷協同組合、愛知県印刷工業協同組
合の三つの組合が存続しています。土地を所有して
いるのが愛知県印刷工業協同組合ですが、この組合
は解散を決議していますが清算はしていません。愛
知県印刷協同組合は現在の建物の持ち主で、愛知県
印刷工業組合はここの店子になります。大きな問題
は、印刷会館の耐震調査の結果、耐震工事をしなけ
ればならないという報告を受けていることです。そ
れに用する費用は3,000万円から4,000万円ぐらいか
かるということです。新築にせよ増改築にせよ、い
ずれにしても建物を如何にすべきか、土地の清算を
どうするか、という問題が派生してきました。この
土地、建物の問題を解決するためには、いろいろ問
題がありますので、弁護士、裁判所、あるいは税務
署などへの対応が出てきます。そこで、新たに『愛
知県印刷会館増改築検討委員会』を設置したく思い
ます」と設置主旨を説明。それを受けて、岩田、長
苗、奥村、木下の各委員から、現状の確認と今後の
進め方について意見が述べられた後、「検討委員会
の設置は必要」との承認が得られました。検討委員
会のメンバー選出については執行部一任となりました。�
　６）その他の件�

　「議員連盟立ち上げについて」説明があり、承認
されました。�
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「愛知県印刷会館増改築検討委員会」設置�

愛知県印刷会館外観�

平成20年度5月期理事会�平成20年度5月期理事会�

今後の事業計画決める�今後の事業計画決める�
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　　  中　分　類�
１．事  業  収  入�
�
�
�
�
�
�
２．賦課金収入�
�
３．事業外収入�
�
�
�
�
�
�
�
�
４．引当金繰戻額�
�
　　　　　　　　合　　計�

　   小　分　類�
�
組 織 共 済 収 入�
環 　 境 　 収 　 入�
経 営 革 新 収 入�
教 育 労 務 収 入�
マーケティング収入�
( 青 年 会 収 入 )�
�
賦 課 金 収 入�
�
業 務 受 託 収 入 �
協 賛 収 入�
受 取 家 賃�
駐 車 場 料�
会 館 維 持 費 収 入�
受取利息・配当金�
会 　 議 　 収 　 入�
雑 収 入�
�
繰 　 　 戻 　 　 し�

　　20年度予算   　�
16,733,000�
10,739,000�
399,000�
1,191,000�
3,725,000�
679,000�

0�
26,832,000�
26,832,000�
12,845,000�
3,270,000�
342,000�
6,132,000�
2,520,000�
183,000�
110,000�
238,000�
50,000�
10,000�
10,000�

56,420,000

19年度決算　  �
 19,024,153�
11,315,133�
301,491�
1,473,555�
4,914,953�
776,364�
242,657�

27,333,905�
27,333,905�
14,024,560�

0�
342,000�
6,132,000�
2,520,000�
182,856�
109,438�
140,476�
4,597,790�

0�
0�

60,382,618

差引増減�
▲ 2,291,153�
▲ 576,133�
 97,509�
▲ 282,555�
▲ 1,189,953�
▲ 97,364�
▲ 242,657�
▲ 501,905�
▲ 501,905�
▲ 1,179,560�
 3,270,000�
 0�
 0�
 0�
 144�
 562�
 97,524�
▲ 4,547,790�
 10,000�
 10,000�
▲ 3,962,618

平成20年度収支予算�
収入金額 56,420,000円�
支出金額 56,420,000円�
差引残高 0円�

自　平成20年 4 月 1 日�
至　平成21年 3 月31日�

収入の部� （単位：円、▲：収入減）�

（単位：円、▲：支出減）�

備　考�

備　考�　　中　分　類�
１．事　業　費�
�
�
�
�
�
�
�
２．一般管理費�
（１）人　件　費�
�
�
�
（２）需　用　費�
�
�
�
�
（３）諸　　　費�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
３．事業外費用�
�
�
�
４．引当金繰入額�
�
５．利　益　金�
�
６．予　備　費�
�
　　　　　　　　合　　計�

　　小　分　類�
�
組 織 共 済 費�
環 境 費�
経 営 革 新 費�
教 育 労 務 費�
マーケティング費�
官 公 需 対 策 費�
( 青 年 会 費 )�
�
�
職 　 員 　 給 　 与�
福 利 厚 生 費�
通 　 勤 　 手 　 当�
�
消 　 耗 　 品 　 費�
通 　 　 信 　 　 費�
光 　 熱 　 水 　 費�
支 　 払 　 家 　 賃�
�
新 聞 図 書 費�
印 　 　 刷 　 　 費�
渉 　 　 外 　 　 費�
旅 費 交 通 費�
会 　 　 議 　 　 費�
支 部 事 業 費�
慶 　 　 弔 　 　 費�
雑 　 　 　 　 　 費�
経 理 等 委 託 費�
管 　 理 　 諸 　 費�
減 価 償 却 費�
繰 延 資 産 償 却 費�
�
諸 会 負 担 金�
租 　 税 　 公 　 課�
固 定 資 産 除 却 損�
�
法人税、住民税及び事業税�
�
利 　 　 益 　 　 金�
�
予 　 　 備 　 　 費�

20年度予算 　  �
13,296,000�
4,866,000�
788,000�
1,854,000�
4,654,000�
984,000�
150,000�

0�
35,089,000�
18,509,000�
15,109,000�
2,700,000�
700,000�
6,076,000�
702,000�
886,000�
488,000�
4,000,000�
10,504,000�
115,000�
571,000�
350,000�
819,000�
2,298,000�
300,000�
300,000�
1,944,000�
1,287,000�
2,500,000�
10,000�
10,000�

7,490,000�
7,290,000�
200,000�

0�
10,000�
10,000�
10,000�
10,000�
525,000�
525,000�

56,420,000

19年度決算　  �
12,605,291�
3,006,267�
413,912�
1,536,829�
5,864,765�
1,064,419�
8,988�
710,111�

32,405,563�
18,840,309�
15,379,464�
2,804,745�
656,100�
6,619,955�
1,353,165�
864,409�
402,385�
3,999,996�
6,945,299�
107,238�
446,493�
534,090�
438,494�
1,465,736�
280,000�
65,619�

2,105,214�
1,176,538�

0�
230,017�
95,860�

7,417,557�
7,193,280�
176,631�
47,646�

2,515,200�
2,515,200�
5,439,007�
5,439,007�

0�
0�

60,382,618

差引増減�
 690,709�
 1,859,733�
 374,088�
 317,171�
▲ 1,210,765�
▲ 80,419�
 141,012�
▲ 710,111�
 2,683,437�
▲ 331,309�
▲ 270,464�
▲ 104,745�
 43,900�
▲ 543,955�
▲  651,165�
 21,591�
 85,615�
 4�
 3,558,701�
 7,762�
 124,507�
▲ 184,090�
 380,506�
 832,264�
 20,000�
 234,381�
▲ 161,214�
 110,462�
 2,500,000�
▲ 220,017�
▲ 85,860�
 72,443�
 96,720�
 23,369�
▲ 47,646�
▲ 2,505,200�
▲  2,505,200�
▲  5,429,007�
▲  5,429,007�
 525,000�
 525,000�
▲  3,962,618

支出の部�

＊科目間の流用を認める。�

名古屋而立会�
組合員名簿�
組合パンフレット�｛�

全日本印刷�
フォーラム鹿児島�｛�



　愛知県印刷協同組合（白井紘一理
事長）では、平成20年５月23日午後
３時より名古屋観光ホテルにおいて、
平成20年度通常総会を開催しました。�
　総会では、１）平成19年度事業報
告及び決算関係書類承認の件、２）
平成20年度事業計画及び収支予算承
認の件、３）定款変更の件、４）役
員補充の件、などについて審議が行
われました。�
　いずれの議案も原案通り承認され
ました。�
　この中で、平成20年度事業計画では、
｢前年度に引き続き、愛知県印刷協
同組合組織の確定を行う。愛知県印
刷会館の維持管理を行い、愛知県内
の印刷業者の団体である愛知県印刷
工業組合の活動を側面から支援する。
また、愛知県印刷産業団体連絡会の
一員として、印刷産業の発展と向上
のために尽力する｣との基本方針を
定めています。更に、｢施設の維持

管理に関すること｣とし、｢愛知県印
刷会館の維持管理に関することを引
き続き行う｣との事業計画を決めて
います。�
　また、定款変更では、「昨年４月
の中小企業等協同組合法の改正に準
拠させ、時代変化に即した組織運営
と事業の効率化を図り、組合運営全
般の一層の円滑化を図るため、定款
を全面変更する」との理由から、今回、
全面的に変更が行われました。�
　役員に関しては、副理事長にw井
昭弘、新理事に長苗克彦の両氏を選
任しました。�
　＜役員＞�

　理事長：白井紘一、副理事長：q

井昭弘、理事：鶴見陽一、同：長苗
克彦、同：木野瀬吉孝、同：西川誠也、
同：吉川正敏、同：箕浦義人、同：
猪飼重太郎、同：富田尚志、同：木
下隆司、監事：伊藤民康、同：前e

弘光（敬称略）�

■世界最大の機材展「drupa2008」
が、ドイツ・デュッセルドルフ見
本市会場で５月29日から開催され
ています。IGAS2007と比べますと、
期間（２週間）と展示面積（約17
万平方メートル）が２倍、出展者
（約1,800社）と来場者数（前回
約40万人）は約３倍ですから、如
何に大きな展示会であるかが分か
ります。今回の「drupa2008」は、
インクジェットdrupaといわれ、イ
ンクジェットなどのデジタル印刷機
が注目されています。情報が入り
次第、誌上でご紹介していきます。�
■国内の展示会では、６月26日e

から28日gの３日間、JP産業展協

会主催による「JP2008情報・印刷
産業展」が、大阪のインテックス
大阪を会場に開催されます。最新
鋭の機資材の展示は無論のこと、
会期中drupa報告会とか記念セミ
ナーなども企画されていますので、
是非お出かけください。�
■日本印刷産業連合会より平成19

年度の調査研究報告書が届きまし
た。①デジタル印刷の技術と将来
展望に関する研究報告書、②リサ
イクル対応型印刷物製作のための
印刷資材調査及び普及に関する調
査報告書、③リサイクル対応型印
刷物の進め（パンフレット）など
です。閲覧ご希望の方は組合まで
おいでください。�
■訃報�

　鳥原純治氏逝去�

　鳥原純治氏（㈱丸和印刷会長）
が５月23日、逝去された。享年79歳。�
　山田博英氏逝去�

　山田博英氏（3大須凸版印刷代
表社員）が５月27日、逝去された。
享年64歳。�

■新しい執行部が決まりました。
w井昭弘新理事長は就任にあたり、
活動のスローガンを「健康な印刷
業－売上げ対経常利益率５％を目
指す－」を掲げました。このスロ
ーガンには、「健康な印刷業を皆
さんと一緒に築きたい」との願い
が込められております。この厳し
い難局を乗り切るためにも、組合
員一人一人の力添えが必要です。
是非よろしくお願いいたします。
通常総代会におけるw井新理事長
の就任挨拶を別項にまとめており
ますのでご一読ください。�
■支部活動など、機関誌掲載の話
題などありましたお知らせ下さい。�
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